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序     文

古来、豊中市域は緑なす千里丘陵 と、淀川、猪名川によって育 まれた沃野にあり、恵まれた

自然 と生活の地 として栄 えて参 りました。 ところが、近年の著 しい開発の波は、豊かな自然を

住宅 とマンションの建 ち並ぶべ ンヽドタウンヘ とその姿 を変えました。

現代に生 きる私達の大地には、数多くの古代遺跡が眠 り続ける一方で、日々の土木建築工事

に伴 って、これら先人の文化遺産が危機に直面 しております。

この報告書は、昭和57年度事業 として国並びに大阪府の補助 を受けて、豊中市教育委員会が

実施 した、市内遺跡の山ノ上遺跡 。大塚古墳 。新免遺跡の調査に関するものです。

各遺跡の調査成果については、以下に報告 しているとおりですが、とくに、大塚古墳、山ノ

上遺跡においては、きわめて重要な資料の発見 と、す ぐれた成果 を見いだすことができたもの

と信 じております。

なお、調査の実施 にあたっては、多くのご指導 をいただいた諸先生 をはじめ、事業者、土地

所有者の方々には文化財の重要性 をご理解いただき、積極的にご協力いただきました。また、

文化庁、大阪府教育委員会並びに関係機関には、格別のご指導 とご協力をいただきました。こ

うした関係各位からのご協力に支えられて文化財保護行政が進んできたことに対 し、関係者の

皆様に心から御礼 を申し上げます。

日召不日58=午 3月 31日

豊中市教育委員会

教育長 湯元 英世





1.本書は豊中市教育委員会が昭和57年度国庫補助事業 (総額 3,000,000円 、国庫50%、 府

費25%)と して計画、実施 した埋蔵文化財の緊急発掘調査概要報告書である。

2.本年度の調査は、新免遺跡、山ノ上遺跡、大塚古墳の 3遺跡について、橋本正幸が山ノ

上遺跡、柳本照男が新免遺跡、大塚古墳 を担当し、昭和57年 7月 21日 から昭和58年 3月 31

日までの間、発掘調査及び整理作業 を実施 した。

3.本書の執筆は下記の者が分担 して行なった。

夕J

山ノ上遺跡  I～ Ⅳ

出土土器観察表

大塚古墳   I～ Ⅲの 1, 2,Ⅳ

Шの 3の 1)

Ⅲの 3の 2)

Ⅲの 3の 3)

新免遺跡   I

H～ Ⅲ

橋本正幸

厚美正子

柳本照男

服部聡志

伊藤雅文

田上雅則

柳本照男

山元 建

遺物写真は園田克也が行ない、編集は橋本正幸、柳本照男がそれぞれ担当した。大塚古墳

においては藤田和尊の協力を得た。

4.発掘調査の進行にあたって、山ノ上遺跡では、豊中市文化財保護委員・藤沢一夫氏より

御指導、御助言をいただいた。また土地所有者の渡辺 祥氏には夕大な御協力をいただい

た事に対 し感謝いたします。

大塚古墳では、豊中市文化財保護委員・鳥越憲二郎氏をはじめ、多くの方々より御助言

をいただいた。特に網千菩教氏並びに関西大学考古学研究室の諸氏には一方ならぬ御世話

になった。記 して感謝いたします。
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調 査 の 経 緯

豊中市教育委員会は、近年宅地開発に伴 う事業の一環 として、遺跡の存在 を明確にするため

遺跡分布調査 を実施 してきた。今回、豊中市山ノ上町37-1巻地において宅地造成が計画され

ることになり、洪積台地上における遺跡の確認 と周辺遺跡 との関連性 も考慮されるため、共同

住宅建設工事 に先立って試掘調査 を実施 した。

試掘調査期間は、昭和57年 7月 30日 から8月 16日 までとした。調査の目的は、遺跡の在否 と

文化層の遺存状況の把握である。共同住宅建設予定地内の対象面積132m2に 3ヶ 所の トレンチ

を設定 した。試掘調査の結果、飛′鳥時代から鎌倉時代以降にかけての文化層が広範囲の地域 に

及んでいることが判明 した。豊中市教育委員会は、試掘調査の経過 を踏 まえて工事主体者 と協

議の結果、共同住宅建設地域500mと を対象 に継続調査 を実施 した。調査期間は、昭和57年 10月

6日 までとした。
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H.地理的環境 と周辺遺跡

山ノ上遺跡は、豊中市山ノ上町に所在する。豊中洪積台地が曽根から蛍池にかけて舌状に発

達する旧猪名川左岸の河岸段丘端に立地 し、標高17m前後で河岸段丘面から沖積低地面 までの

比高差は6mを 測る。

周辺の丘陵や沖積低地上に立地する遺跡は、近年都市化の波 と共に宅地開発に伴 う発掘調査

の実施などにより、その存在が明確 になりつつある。

豊中洪積台地や猪名川沖積低地にかけて、旧石器時代後期力!ら 中世 に至る遺跡が多数′点在す

る。洪積台地上に立地する周辺の遺跡では、新免遺跡が最近の発掘調査で弥生時代中期から古

墳時代中期にかけての複合遺跡であることが判明し、原田神社境内から単独で出上 した弥生時

代中期の外縁付鉦式流水文銅鐸などは著名である。古墳時代には、前期から後期に至 るまで多

数の古墳が造営され、古墳群 を形成 している。前期古墳 としては、刀根山丘陵の縁辺部に前方

後円墳が所在する。中期古墳では、周知の古墳 として猪名川流域最大規模 を有する桜塚古墳態12

があり、円墳、前方後円墳、方墳による36基 で構成されている。後期古墳は、桜井谷丘陵に造

営されている宮山古墳群、横穴式石室に陶棺 を有する太鼓塚古墳群が30基前後で構成 している。

また、桜井谷丘陸は、古墳時代中期から奈良時代にかけての須恵器生産 を行 なった桜井谷古窯

跡群 も分布する地域である。飛′鳥 。白鳳時代以降になると古代寺院が創建され、法隆寺式伽藍

配置の金寺山廃寺などが豊中洪積台地に立地 している。

豊中洪積台地から展開する猪名川流域の沖積低地では、紀文時代晩期から中世にかけての複

合遺跡が多数分布する。弥生時代の墓制で注目された田能遺豚∵勝部遺豚署 どが弥■時代前期

から始 まる。弥生時代後期以降になると遺跡数は急激に増加 し、弥生時代後期から古墳時代中

期にかけての集落遺跡である利倉遺蘇〒穂積遺跡などが好資料 を提供 している。奈良時代以後

になると豊島地方は、藤原氏の私領 となり寺領荘園が形成されてゆ く。

註ユ猪名川低位段丘面において、単独で国府文化期の石器が若千採集されているに過 ぎない。低位

段丘面の発掘調査によっては、プライマ リーな状態で旧石器群が検出される可能性がもたれる。

註2藤沢一夫  「古代の豊中」 (豊 中市史第 1巻 1961年 )

註3「田能遺跡発掘調査報告書」 (尼崎市教育委員会 1982年 )

註4「勝部遺跡」 (豊 中市教育委員会 1982年 )

註5「利倉遺跡」 (利倉遺跡発掘調査団 1976年 )
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Ⅲ.調査方法 と経過

調査方法は、伊丹・豊中線南側沿いに歳北で 5× 5mの グリッドを調査地域に設定 した。北

東のポイン トを基準点 とし東西ラインの北から南にかけてアラビア数字で示 し、南北ラインの

東から西にかけてアルファベ、ノトで表示 した。

表土層から第 3層上面 までは、重機掘削で除去作業 を行 ない第 3層下の文化層 より人員力に

よる調査方法である。

調査 日誌抄

試掘調査 (昭和57年 7月 29日 ～ 8月 16日 )

7月 29日    本 日より、山ノ上寺院跡試掘調査開始する。

30日   調査面積132m2内 の 3ヶ 所に トレンチ設定。重機掘削で表土層削除。

31日   重機掘削完了。第 2層面から人員力で削除。推積層 より、近世遺物出土。

3月 1日    第 2層 面で、近世の小濤、Pit検 出。

8月 2～ 5日  第 2層 の削除作業。若千の近世遺物出土。

6～ 9日  第 3層上面の精査行なう。

10日  第 3層上面で、濤状遺構、土拡、Pitに伴 って若千の土器、瓦類出土。

11日  検出遺構は、中世寺院遺構 に伴 う遺構であることが判明する。

12日  検出遺構の清掃 を行ない写真撮影後、平面・断面実測図作成。

13日  寺院関連の遺構 を除外 した トレンチ内第 3層 削除する。第 3層 の推積土は、

各時代の遺物が混在する整地層であることを確認 した。

14日  第 4層上面で、飛′鳥時代 と考えられる掘立柱建物跡の柱穴、Pit検出。

15日  検出遺構の清掃 を行ない写真撮影後、平面・断面実測図作成。

16日  調査区の平板測量、南北ラインの断面実測図作成。本 日で、試掘調査完了。

第 1次調査 (昭和57年 8月 24日 ～10月 6日 )

8月 24日   工事主体者 と協議の結果、本 日から500m2の 本調査 を実施する。

25～ 26日 重機掘削で、調査地域内第 1～ 2層 まで除去作業 を行なう。

28日 調査区域 5× 5mの グリッド地区割 り設定。

29日  A～ C-1～ 4区第 3層上面精査。瓦類 を多数含む濤状遺構 SD-1、 2検出。

30日 昨 日検出の濤状遺構内の遺物清掃 を行ない写真撮影。

31日  濤状遺構平面・断面実測図作成。 B～ C-2～ 3区 で石積状遺構検出。
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9月 1～ 9日

11日

13～ 14日

16日

17日

20日

21日

22日

23～ 24日

25日

26日

27日

28～ 30日

A～ C-1～ 3区において、第 3層上面で遺構の切 り合 う濤状遺構、土拡、

Pit検 出。遺構内より若千の遺物出土。

検出遺構の清掃 を行ない写真撮影。検出遺構の実測準備。

検出遺構の平面・断面実測図作成。

A～ D-3～ 5区 第 4層上面 まで削除。第 3層 内より多数の遺物出土。

A～ B-3～ 5区 の試掘調査で検出している掘立柱建物跡 1軒確認。

E-2区 で第 3層上面より切 り込 まれた井戸状遺構検出。

井戸状遺構内の底面より、瓦器碗、土師皿出土。

井戸状遺構、掘立柱建物跡清掃 を行ない写真撮影後、平面・断面実測図作成 )

雨天のため内業作業。

C～ D-1～ 2区で、第 3層上面で柱穴列検出するが残存状態極めて悪い。

F～ G-0～ 2区 第 3層上面まで削除。年後から現地説明会 を行なう。

昨 日同様に第 3層上面 まで削除。

F～ G-0～ 2区 で、南北方向に走行する濤状遺構 と落ち込み検出。

溝状遺構、落ち込み内精査。埋土内より夕量の瓦類出土。

検出遺構内の遺物清掃 を行ない写真撮影後、平面実測の準備。

平面 。断面実測図作成。

検出遺構内の遺物採取。調査区全域の写真撮影。

調査区全域の平板測量図・断面図作成。

B～ C-2～ 3区 で、検出した石積状遺構の補足調査。藤沢一夫先生 より、

古墓の可能性が考えられるとの御教示 を得た。本 日で発掘調査完了。機材タ

方近 くに撤収する。

2日

4日

5日

6日

7日

第 2図 試掘調査時の近景



Ⅳ.調 査 の 概 要

洪積台地上に立地する遺跡は、遺構の遺存状態は良好ではなく後世の 2次的な削平や撹乱 を

受けてお リプライマ リーな推積状況で遺存するのは稀である。本寺院跡 も現 。近世の整地によ

り遺構の遺存状態は著 しく損なわれて良好ではなかった。

発掘調査地域において、 2時期の重複する希簿な文化層が存在 した。重複する遺構面の比高

差はほとんどない。上層面の検出遺構は、平安時代末期から室町時代にかけて存続 していたと

考えられる中世寺院跡関連の遺構群 を検出 した。中世寺院建立に際 して、旧地形の発達 した谷

状傾斜面 を人為的な客土や自然流失土による埋土によって整地作業が行 なわれて、中世寺院が

建立 されている。下層面の検出遺構は、飛′鳥時代 に比定できる掘立柱建物跡に伴 う滞、土拡、

ピッ トを検出した。次に上 。下層の推積状況、検出遺構について記述する。

A-3 1ine

G-O  F-0

第 3図  調査区の遺構全体図
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1 層序

本遺跡の層序は、第 4図 に呈示するようにA-2～ 5地区にかけての南北断面で、 4層 で構

成されている。 C～ G-0～ 2地区では、第 3層上面で段丘砂礫シル ト層で区分される。各地

区の層序別の推積状況は異なり、各層序が後世の人為的による削平や自然流出作用により同一

レヴェルで推積 を示さないことが原因の一つだと考えられる。

第 1層 表土層

第 2層 暗黄色砂質粘土層 (中 ・近世の遺物包含層 )

第 3層 茶褐色砂質粘土層 (弥生時代中期～奈良時代にかけての遺物が混在する整地層 )

第 4層  黄褐色砂礫 シル ト層 (地 山)

i館 r

第 1層

第 2層

第 3層

表土層

暗黄色砂質土層

茶褐色砂質粘土層(整地層 )

第3-A層  黒灰色粘土層

第3-B層  暗灰色砂質粘土層

第 4層   黄褐色砂礫シル ト層(地 山)

第 4図 基本層序断面実測図

2 検 出遺構

上層遺構

濤状遺構 SD-01, o2

A～ D-2～ 5地区の第 3層上面 より、新旧関係のある遺構 と切 り合いを示す二条の濤状遺

構 を検出した。 SD-01・ 02は 、直角に屈折する同一の構造 を有する瓦溜の雨落濤である。濤

の残存状態は悪 く、後世 による削平が著 しく認め られ濤の基底面を残存するのみであった。 S

D― olは、東西方向に直行する濤で西側 は削平により消滅 し東に延行する。残存長5.5m、 幅

0.9m、 深さ01m前後 を測る。 SD-02は 、南北方向に走行する濤で北端付近 にかけて南側

は広 くなる。残存長9.Om、 幅15m、 深さ0.2m前後 を測 る。

出土遺物は、濤状遺構の基底面内から多数の瓦類が出土 した。時期は、11～ 13世紀段階に比

定できる。

濤状遺構  SD― o3

F～ G-0～ 2地区の第 3層上面より、検出 した瓦溜の雨落濤である。濤の東肩 は、楕円形

状 を呈する比較的に浅い落ち込み状遺構 と重複 しており、滞力澪 ち込み状遺構 を切断 し前後の差
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二 準峯ど坐 8874m

C竹 5.8674m

!    I ISD-02

第 5図 溝状遺構 SD-01、  02実 測図

が認められる。南北方向に走

行する濤であるが、残存状態

は悪 くSD-01、 02と 同

様に上層面において濤の大部

分は削平 され、基底面が残存

するのみである。残存長11.0

m、 幅は1.Om、 深 さは0.3m

前後を測る。出土遺物 は、基

底面上層から多量の瓦類 を出

土 した。濤の形成時期 は、遺

物から想定 して SD-01、

02と 併行関係 にあると考 え

られる。

石積状古墓 SX-01

B-1地 区の第 3層上面 より

検出した古墓 と考 えられる石

積状遺構である。残存状態は

良好ではなく石積のマウンド

の大半は削平されて、規模 は

明確ではない。マウンドの盛

土は、上層面において 4 cm前

後の段丘礫 と土師質土器、瓦

片を混在する。下層は砂礫粘

土の互層による盛土で構成 さ

れている。マウンドの中央に

直径が1,Om、 深 さが0.3mを

測る墓城 と考えられるピッ ト

が掘 り込 まれている。埋土内

には蔵骨器の底部 と思われる

土師質土器 を含んでいた。

遺構は、長方形 を呈 し残存す

る長辺40m、 短辺2.8m、 高

さ0.5m前後 を測 る石遺状古

墓である。
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井戸状遺構 SE-01

E-2地 区の第 3層上面より、上層の濤 と切 り合 う円形状の井戸 を一基検出した。直径2.3m

深さ1.Omを 淑1る 。井戸の上層には角礫が不規則に集合 している。埋土の中層において円形状 を

て

ｏ
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第 6図 溝状遺構 SD-03実 測図
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第 7図 石積状古墓 SX-01実 測図
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呈する井筒の形跡 を残 している。埋土の下層内か

ら瓦器碗、土師皿類などが一括で出土 した。

出土遺物からの年代は、瓦器碗編年で13世紀前半

に比定できよう。

下層遺構

掘立柱建物跡 SB-01

A～ B-4.5地 区の第 4層 上面で掘立柱建物跡

1棟検出した。柱穴列の主軸は磁北で、 3間 × 1

間である。柱間は桁行部3.Om、 梁行部2.3mを測

る。柱穴の掘 り方は0.8mで柱穴の直径0,3m、 深

さ0.2m前後 を測る。掘立柱建物跡の掘 り方の埋土

から6世紀後半の須恵器が出上 している。

白石太一郎「瓦器の生産に関する二、二の覚え書」

(古代文化1975年 1月 号 )

0             2m

WestEast

第1層 責灰色粘土層   第 3層 暗灰色粘土層

第2層 茶灰色砂質上層  第 4層 灰色粘土層

第 8図 井戸状遺構 SE-01実 測図
誰
　
一Ｐ
００■
ヨ

Norh耳

16 0874m

第 9図 掘立柱建物跡 SB-01実 測図

_34 Q ⑬

-9-



V.出 土 迫退

出土遺物の整理は、すべて完了していないので主な遺物を抽出して記述する。

本遺跡の第 2・ 3層 においては、弥生時代中期から近世にかけての遺物が出土した。第 2層

は、古伊万里焼、土師器、寛永通宝などを含む近世遺物層である。第 3層 は、弥生時代中期か

ら奈良時代までの弥生土器、石器、須恵器、土師器、金属製品などが多数混在する整地土で、

これらの遺物の大部分は包含層中の細片である。遺構に伴なう遺物としては、整地層上面で中

世寺院遺構に係わる濤状遺構 01～ 03、 石積状古墓、井戸状遺構などから土器、瓦類が多数

出土 した。飛鳥時代の遺構内からは、若千の須恵器、土師器の細片が出土した。

包含層の土器 (第 10図 1～ 15 図版 5)

図示 した土器類は、第 3層 の整地上内より出土した弥生時代後期から奈良時代にかけての器

種の異なる須恵器、土師器、弥生土器である。

＼と三二三三二三三!::::::〔 :+9

5

物

本―――――――――――――
、 ∞

第 10図 包含層内出土土器実測図
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観察表 包含属に伴 う遺物 (第 10図 1～ 15)

挿図番号 器種 旦
里法 (Cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考備

1 甕
回径    270
残存高  138

口頸部は上外方にたちあが り

口縁端部は上外方に肥厚する

肩部は下外方に下 り、焼け歪

みのため、やや波 うっている

日頸部の内外面は横ナデ調整

肩部外面は、維方向平行 タタ

キの上からカキロ調整、内面

は円弧 タタキをイ子なっている

口縁音卜と肩言卜の一言ト

に暗緑色の自然釉が

かかっている他は、

内外面は灰色を呈す

2 甕
復元口径 216
残存高  40

日頸部は上外方にのび、日縁

部は外方に張り出す。端部は

断面三角形を呈し、平坦な 2

面を有す。

日頸部は回転ナデ調整 を行 な

う。日縁端部はシャープに仕

上げられている。

焼成は良好で堅緻。

胎土は砂粒 をやや多

く含む。外面は暗灰

色、内面は灰色を呈

す。

3 甕
復元口径 212
残存高  37

口頸部は上外方にのび、日縁

部は上下に肥厚し、下端に 1

条の凹線が巡る面を成す。

外面は回転ナデ調整 を行 なう。

内面は釉がかかっているため

不明。

胎土は細砂粒 をやや

分く含む。外面は灰

色で一部釉付着、内

面は暗緑色の釉がか

かる。

4 甕
復元口径 172
残存高  45

口頸部は上外方にたちあがり

口縁部 |よ外反し、肥厚する。

外面の日縁部は、回転ナデ、

頸部はカキロ調整をイ子なって

いる。

内面は、釉や砂粒等

が厚 く熔着 している

5 杯 蓋

口径   ■ 4

つまみ径  25
器高    18

低 くて平坦な天丼部の中央に

扁平 なつ まみが付 く。天丼部

から下外方に下 った後、日縁

部は、下方に下 る。

天丼部外面にヘラケズリを行

なった後、内面中央を除 く全

面に回転ナデ調整をしている

内面中央は一定方向ナデ調整

である。

色調は、断面中央か

ら器表にむかって、

暗紫色・黒色・淡灰

色 を呈する。胎土は

精良。

6 杯 蓋
口径    130
器高   42

天丼部中央は、ほぼ平坦で、
日縁都と天丼部の境に稜線が

巡る。日縁部は下方に、やや

開き気味に長 く下る。口縁端

部内面にわずかに段を有する

天丼部外面に右まわりに幅広

く、丁寧なヘラケズリを行な

う。日縁部内外面に回転ナデ

天丼部内面にすデ調整を丁寧

に行なう。

3調 は淡灰色を呈す

る。胎土は砂粒をあ

まり含まず精良。

7 杯 身
復元口径 125
残存高  43

体部は底部から上外方にたち

あがり、受部下は凹線が巡る。

受部の上面は平坦な面を有す

る。たちあがりは長 く上方に

のび端都は九い。

天丼部外面の約%に右まわり

のヘラケズリを行なう。他は

内外面とも回転ナデ調整を行

ない、器表は平滑に仕上げら

れている。

砂粒 を若干含むが、

ほぼ精良である。焼

成は良好で堅緻であ

る。

8 一霊
復元口径  97
残存高  74

口頸部は、上外方にたちあが

り、中程に断面三角形の凸帯

とその上下に6本 1条の波状

文が巡る。日縁部は、内面で

器壁がややうすくなり、端部

は丸い。

肩部内面に、日頸部 と胴部の

接合痕 が残 る。内外面 とも全

面回転ナデ調整 を行 なう。

色調は内外面 とも灰

色を呈す。胎土は、

砂粒 を若千含み、焼

成は良好で堅緻であ

る。

9 一霊
高台径   64
残存高  20

高台は貼付け高台で、畳付部
の中央に凹線が巡り、内側で

接地する。

底都中央は水びきナデ調整を

イ子なっている。

色調は、淡灰色を呈

し、焼成は良好で堅

緻である。

瓶 子
高台径   47
残存高  36

低 く、小さい貼付け高台がつ

く。畳付部は平坦な面を有す

るが、内側で接地する。底部

は九味をもって上外方にのびる。

底部内面に左 まわ りのロクロ

目が残 る。外面は水びきナデ

調整 を行なう。

底都外面に「 と」の

ヘラ言己号が付 1)ら れ

ている。

杯 身

日径    134
高台径  105
器高   36

平坦な底部から屈曲して上外

方にのびる。日縁端部は九く

仕上げている。底部外端付近

に高台が貼付されている。

内外面 とも水びき回転ナデ調

整を行なう。

色調は淡灰色 を呈す

る。 月台土は率日砂粒 を

少量含む。焼成は良

好で堅緻である。
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挿図番号 器種 法 量  (Cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 考イ席

甕
復元日縁 156
残存高   77

口頸部は短かく、 くの字状に

外反する。日縁端都は上下に

わずかに肥厚し、沈線が巡る

肩部は下外方に下る。

頸部から胴都残存部全面右上

りのタタキを行なう。日縁部

はヨコナデ調整を施す。

色調は、黄橙色を呈

する。胎土は、比較

的砂粒 を含 まず精良

である。

甕
底径    52
残存高   64

底部は、比較的平坦で、胴部

は上外方にのびる。

外面は、底部付近 をヨコ方向

に、その上方は右上 りのタタ

キをイ子ない、部分的にハケロ

調整 もみ られる。底面は、不

整方向のヘラケズリを行 なう

外面は、黒褐色、内

面は橙褐色を呈する

胎土は、01～ 2ミ リ

の砂粒を多く含む。

鉢
復元日径 138
残存高   60

日縁部は短か く外反する。胴

部は、内弯 しながら底部に下

る。

外面全面に細かいハケロ調整

をイ子なう。内面の口縁部はヨ

コナデ、胴部はヨコハケがみ

られる。

外面は黄褐色、内面

は黄橙色 を呈する。

胎土は砂粒 をほとん

ど含 まず精良である

15 高杯
底径   128
残存高  106

杯部底部は、ゆるやかに外上

方にのびる。脚部は円柱状の

脚柱部と下外方に開く脚裾部
からなる。円孔を3方 に穿つ

杯部内面はヘラ磨き、外面は
ハケロ。脚裾都外面はヘラ磨

き、内面はヘラケズリ。脚裾

部外面はヘラミガキとハケロ

内面は板ナデ調整を各々行な

う。

内外面とも責橙色を

呈する。01～ 3ミ リ

の砂粒をやや多く含

む。

遺構に伴 う遺物 (第 11図 1～ 7)

挿図番号 器種 法 量  (Cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備 考

1 羽 釜
復元口径 250
残存高  50

口縁部は内傾気味に上方にの

び、端部は丸い。口縁部外面

に凹線が 3段巡 り、 2段 目に

円孔が穿たれている。鍔 は水

平にのびる。

体部外面はヘラケズリ、内面

はハケ調整で、他面はすデて

いる。

灰褐色を呈している

が、鍔部下面以下は

煤が付着している。

胎土は細砂粒を多く

含む。

2 士宛

ロイ蚤   148
器高   55
高台径   53

断面が鈍い三角形 を呈する高

台がつ く底部から内弯 しなが

ら体吉るにつづ く。 口縁言Бは体

部 との境に凹凸 をもつ。

器表の磨減が著しいので明確

ではないが、内面は細い暗文

が密に施され、見込みには格

子状の暗文を施している。

胎土は精良である。

断面は灰 白色で器表

は灰黒色 を呈する。

3 士宛
残存高  11
復元高台径 49

断面三角形を呈した低い高台

がつ く。器壁はうすい。

体部内面には細い暗文がみ ら

れる。見込みにも 5ミ リ間隔

に暗文が施 されている。

胎土は精良である。

4 }宛
残存高  23
高台径   52

断面三角形を呈 した高台がつ

く。体言卜は内弯しながらたち

あがる。

体部内面に細い暗文を密に施

している。見込みには不等間

隔の螺旋状の暗文が入る。外

面にも不定方向に暗文が施さ

れている。

胎土は精良である。

5 皿
残存高  08
底径    49

底面は平坦で、体部 は外方に

開 く。

底部は右まわりの糸切 りであ

る。他面は回転ナデ調整を行

なっている。

胎土は徴砂粒 を若干

含む。内外面 とも淡

橙色 を呈する。

皿
残存高  08
底径   51

底面は内窪み気味に平坦に仕

上げられている。体部は外方

にのびる。

底部は右 まわ りの糸切 りであ

る。内面は平滑にナデ調整 さ

れている。

胎土は精良である。

内外面 とも淡橙色 を

呈 し、焼成は良好。

7 蔵骨器
復元底径 304
残存高  52

上げ底の底部で接地面は九い

側面はわずかに外傾 しながら

上方にのびる。

底面と側面には各々接合痕が

残る。

胎土は、01～ 2ミ リ

の砂粒 を多く含む。

その他に雲母 も含 ま

れてお り地元の上で

はない。
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遺構 に伴 う土器 (第 H図 1～ 7 図版 5)

1は 、濤状遺構 03の埋土から出土 した土師質の羽釜である。

底面から出上 した瓦器碗 と糸切底を有する土師皿である。 7は 、

の上師質の蔵骨器 と考えられる。

2～ 6は 、井戸状遺構の井戸

石積状古墓の墓坑内から出土

＼
~3

―

餓

ヽ

一

0                            1 5cm

第11図 溝状遺構 03、 井戸状遺構、石積状古墓出土土器拓影実測図

屋瓦

今回の調査において、平安時代末期～室町時代にかけての瓦類が多量に出土 した。瓦の種類

は、 6種類以上で鬼瓦、軒丸瓦、軒平瓦、捺印のある瓦、玉縁付丸瓦、平瓦などである。.瓦類

の大部分は、未整理のため瓦の製作技術等については後 日、本報告書にゆずるが、今回は主な

瓦類 を抽出して概述する。図示 した瓦類は、第12図 8を 除いて濤状遺構 03内 より出土 した。

鬼瓦 (第 12図 1～ 3 図版 6)

1は 、表面の縁辺部に沿って縦方行の文様が配され線亥1内 に直径2 5Cmの 竹管文 を有する鬼瓦

の欠損品である。現存長20.5Cm、 最大幅12.OCm、厚部6.OCmを 測る。裏面は、ヘラ削 りによる縦

方向の調整を施 している。胎土は、粗い砂粒 を含み焼成は軟質で暗灰色を呈する。 2・ 3は 、

顔面 を有する鬼瓦の欠損品である。 2は 、眼球の残片で眼球が突出しており眼球に沿って隆起

線 を描 く。 3は 、頭部から両眼球にかけて残存する。 2と は対称的で、 2が限球が突出するの

に対 して 3の 眼球は竹管文状 を呈 し直径2.OCm前 後 を測る。顔面の調整は、眼球下部にヘラ削 り

を施す。胎土は、緻密であり焼成は堅緻で暗灰色 を呈する。

軒丸瓦 (第 12図 4～ 7 図版 6)

4～ 7は 、内区に梵字 を有する軒丸瓦である。 4は 、瓦当面の残存状態は良好で直径14.6Cm

周縁径2.2Cm、 外区8.OCm、 内区9.5Cmを 測る。瓦当面の外区縁は、連珠文帯の珠文が33粒巡って

いる。内区の中央に梵字 を有する。胎土は粗い砂粒 を含み焼成は軟質で灰責色を呈する。 5は 、

瓦当面 を部分的に残存するが周縁、外区縁 を欠損する。直径13.OCm、 周縁径 1 5Cm、 外区1 0Cm、
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内区8 0cmを 測る。外区は、連珠文帯で内区の中央には梵字 を有する。瓦当面 と丸瓦で接合面が

認められる。胎土は、細砂粒 を含み焼成はやや軟質で灰黄色 を呈する。 6・ 7は 、瓦当面の欠

損品である。瓦当面の文様帯は、同種で外区は連珠文帯で内区の中央に梵字 を有する。胎土は

粗い砂粒 を含み焼成はやや軟質で灰黄色 を呈する。

三 巴文軒丸瓦 (第 12図 8～ 11 図版 7)

8は 、濤状遺構 02の埋土より出土 した二巴の軒丸瓦である。瓦当面の復元径 は16.Ocm、 周

縁径 1.2Cm、 外区2 5Cm、 内区8.6Cmを 測る。瓦当面の文様は、外区縁には細隆線 と連珠文帯が巡

り内区は左廻 りの二巴文で頭部は扁平で尾部にかけて細長 く巡っている。瓦当の表面には、縦

方向のヘラ削 りの成形痕が残る。胎土は、細砂粒 を含み焼成は軟質で暗灰色 を呈する。 9は 、

周縁が殆んど欠損 しているが瓦当面の残存状態は良好である。直径 15,OCm、 内縁径 1 2cm、 外区

2 4cm、 内区8.5Cmを 測る。外区縁に一条の細隆線が廻 り連珠文帯の珠文数20粒が巡る。内区の三

巴文 は右廻 りで頭部は太 く胴部から尾部にかけて細身になる。瓦当面 と丸瓦で接合面が認めら

れ、瓦当裏面はナデ調整 を施 している。胎土は、細砂粒 を含み焼成は堅緻で暗灰色を呈する。

10。 11は 、瓦当面の欠損品である。瓦当面の文様は、同種類で10の 内区の三巴文は左廻 りであ

る。頭部は扁平で尾部にかけて細長 くなる。濤状遺構 01出上の二巴文瓦 と類似する。11は 、

三巴文 は右廻 りである。頭部は太 く尾部にかけて細長 くなる。胎土は、細砂粒 を含み焼成は軟

質で灰黄色を呈する。

唐草文軒平瓦 (第 12図 12 図版 7)

瓦当面の残存状態は良いが下弦は欠損する。全長22.5Cm、 上弦幅22.OCm、 外区厚さ0 3Cm、 内

区厚 さ2.5cmを 測る。瓦当面の文様 は、上下弦の外区縁に細隆線が区画され内区には唐草文系の文

様 と両端に梵字 を有している。平瓦の凹面は、すデ調整 を施 し布 目痕が周縁外面に残る。胎土

は、細砂粒 を含み焼成は堅緻で明灰色を呈する。

連珠文軒平瓦 (第 12図 13 図版 7)           ト

瓦当面は左端部 を欠損する。現存長 15.5Cm、 外区厚 さ0 5Cm、 内区厚さ1,7cmを 測る。瓦当面

の文様は、上部周縁の中央に浅い沈線を配 し外区線が区画されている。内区は直径1.2cm内外の

連珠文帯が巡っている 胎土は、細砂粒 を含み焼成は軟質で灰黄色 を呈する。

捺印瓦 (第 13図 14～ 16 図版 8)

五輪塔の捺印を有する平瓦である。14・ 15は 、濤状遺構 03よ り出土 した。16は 、第 3層上

面で出上 した。14～ 16は 、凸面は荒い紀 目の叩き目調整で凹面は生乾 きの段階で五輪塔の捺印

が押されて、荒い布 目圧痕が残る。水輪には、梵字 を表現 している。14の 凹面中央に均整のと

れた五輪塔の捺印を有 し、縦位 3列横位 2列 である。15・ 16は 、 2ケ所に捺印を有する。胎土

は、粗い砂粒 を含み焼成は堅緻で暗灰色 を呈する。

九瓦 (第 14図 17～ 20 図版 8)

17は 、玉縁付九瓦の完形品である。全長36 8Cm、 幅15.5Cm、 厚部1.5Cmを 測る。凸面は、紀 目
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第13図 捺印瓦拓影実測図

の叩き目をほとんど摩 り消 して玉縁 と丸瓦の端部に部分的に組 目が残 る。凹面は、布 目圧痕 を

残 し横位のナデ調整で側面 と凹両端部にかけて、ヘラ削 りによる面取 り調整が施 されている。

胎上は、細砂粒 を含み焼成は堅緻で暗灰色を呈する。18～ 20は 、半欠品である。18は 、玉縁端

部に直径 1 4Cmを 測る釘穴 を中央に穿する。18～ 20の 凸面は、紀 目の叩き目をほとんど摩 り消 し

ている。凹面は、布 目圧痕 を残 し20は 横位のナデ調整を部分的に残す。胎土は、粗い砂粒 を含

み焼成は軟質で暗灰色 を呈する。

平瓦 (第 14図21～ 22 図版 8)

21は 、完形に近 く全長34.Ocm、 広端面幅24.5Cm、 狭端面幅20.5Cm、厚部2 0cmを 測る。凸面は、

縦位の荒い縄 目叩き目調整で凹面は、ナデ調整が施 され部分的に布 目圧痕が残る。側面は、ヘ

ラ削 り調整を残す。胎土は、粗い砂粒 を含み焼成は堅緻で暗灰色を呈する。22は 2次焼成のあ

る半欠品である。凸面は、縦位の紀 目叩き目調整で凹面は、磨減 してお り部分的に布 目圧痕が

残る。側面は、ヘラ削り調整 を施す。胎土は、細い砂粒 を含み焼成は軟質で茶褐色 を呈する。
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第14図 溝状遺構 03出土瓦拓影実測図
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Ⅵ.要

発掘調査の概要 を述べてきたが、若干の問題提起 をし、まとめにかえたい。

今回の発掘調査において、重複する 2枚の文化層 を検出した。上・下層各遺構は前述のよう

に遺存状態が良好ではなく、中世以降に遺構の大部分は削平 をうけていた。

上層の遺構では、文献史料にみられない中世寺院跡が注目される。寺院は、立地条件の適合

した段丘端に創建 され、建立に際 し大規模 な整地作業が施行 されていた。寺院遺構は、後世の

削平によりその構造、配置、規模などについては全容 を把握することは困難であった。主な検

出遺構 としては、建物跡に伴 う瓦溜の雨落濤がある。雨落濤内からは、11世紀前半から13世紀

後半にかけての多量の瓦類が一括で出上 した。瓦類から推定 して寺院創建年代は、平安時代末

期から鎌倉時代前半に比定できる。寺院廃絶年代 は、検出遺構上層面出上の遺物が被災により

2次焼成を受けている点から室町時代以降 と想定できる。

下層遺構では、生活面は全域 に及んでいなかったが、A～ B-4～ 5地区にかけて 6世紀後

半の遺構が検出され、その中でも掘立柱建物跡が注目される。

次に出土遺物であるが、寺院遺構に伴い水輪に梵字 を配 した五輪塔 を形 どった捺印瓦 と梵字

瓦が計 7′点出上 した。捺印瓦の五輪塔の印形には差異が認められ、 2種類の印刻 を使用 してい

たと考えられる。梵字瓦は瓦当面内区に梵字 を有する軒丸瓦 と軒平瓦である。梵字瓦は平安時

代中期以降に中世庶民の仏教、密教信仰の高揚 と共に生産されており、本寺院跡においても濤

状遺構 よリー括資料 として検出した。

以上、調査結果 を要約 したが、今回の発掘調査では、文書に記載されていない中世寺院跡の

検出に最 も意義がもたれよう。 しかしながら、寺院跡の規模 は比較的広範囲に及ぶものと思わ

れるがその全容は掴めず、また、本寺院に元 を供給 した窯址 も現状では確認されていない。そ

れらも含めて今後の課題 となろう。

約
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I.は じ め に

大塚古墳は、豊中市中桜塚 4丁 目15番地に所在する。当墳 を含む桜塚古墳群 は、北摂有数の

古墳群 として周知 され、明治の絵図によれば36墳 が残存 していた。その構成は、大 きく東群 と

西群 に三分される。大塚古墳はそのうち東群の盟主墳 とされるもので、墳形は円墳で、直径約

50m強、幅10～ 18mの 周濠 を有すると、市史に記載されている。

昭和10年から12年 にかけて、桜塚古墳群中、東群は区画整理事業の波にのまれ、狐塚、北天

平塚、南天平塚各古墳が発掘調査され、狐塚 と北天平塚古墳は消減 し、南天平塚古墳は削除さ

れながらも、部分的に保存された。大塚古墳、御獅子塚古墳は、大阪府史蹟調査会の努力によ

り公園として保存され、現在に至っている。

その後40数年 を経て、自然的な盛土流失や、墳丘に自由に出入 りできるため、子供達の格好

の遊び場 として損壊 を受け、昭和50年頃から副葬品の露出が始 まり、近年特に玉類の出土 を多

くみるようになり、その緊急度 を重んじ、主体部の緊急調査 と墳丘の残存状態、周濠の規模等

の基礎資料 を得 るために実施 したものである。

立南桜塚小学校

南 桜 嫁 二 丁 日

第 1図 大塚古墳位置図

200m
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Hi桜塚古墳群 と周辺の遺跡

大塚古墳 を含む桜塚古墳群 は北摂有数の中期古墳群 として周知 されている。古墳群の立地は、

千里丘陵の一部島熊山を頂ィミとする一支丘陵上、通常豊中台地 と呼ばれる台地の南方部分標高

約26m前後に位置する。当古墳群は、明治の絵図面によると大石塚 。小石塚古墳 を中心 とする

西群 と大塚古墳 を中心 とする東群に大 きく三分 され、36墳存在 したとされている。 しかし現在

では大万塚・小石塚古墳、御獅子塚古墳、南天平塚古墳 と当古墳の 5基 しか残存 していない。

当古墳群の年代は、JIR塚古墳、北天平塚古墳、南天平塚古墳の調査などから古墳時代中期後半

を中心 とする古墳群 と理解 されてきたが、大石塚・小石塚古墳の調査から前期末まで遡 りえる

古墳群であると考 えられるようになった。

周辺の遺跡 としては、西方の猪名川を中心 とする低地に著名な遺跡が所在する。弥生時代に

は、勝部遺跡、日能遺跡、弥生時代終末から古墳時代にかけては穂積遺跡、庄内遺跡、島田遺

跡、利倉西遺跡などである。

古墳に目を転 じると、前期古墳は待兼山古墳、御神山古墳、新免上イ田古墳 と点的に存在 し、

中期になると桜塚古墳群 に集約される。後期になると桜井谷古窯跡群 との関係で陶棺 を納める

太鼓塚古墳、新免宮山古墳群 と北方に位置するが、近年穂積遺跡の調査で削平されているもの

の円墳が検出され、低地にも古墳が存在する可能性が窺れるようになった。このように後期に

なると、また刈ヽ地域的に分散するようになる。

以上のような当地域の古墳時代の概観の中で桜塚古墳群 は特異な存在であり、大阪府域に広

げてみても同様な存在である。当古墳群の存在は、西摂平野東部 を掌握 していることはもちろ

んであるが、それ と同様にその時代の中心部 との結びつ きが強 く感 じられる古墳群である。

る大塚古墳第 3図
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Ⅲ.調 査 結

1.墳 丘・ 周濠

明治の絵図面によると墳頂には祠があり、また調査前の状況において、調査の発端 となった

第 1主体部からの遺物の流出などによってわかるように墳頂はかなり削平されていることが考

えられた。案の定第 1主体部の墓拡の掘 りかたもほとんど検出されず、かろうじて北西の隅で

輪郭 を検出できたほどである。また墳丘は調査前の測量図から二段築成の円墳 と思われたが、

1段 ロテラスと思われた部分がすべて墳頂部からの流出上であることが調査の結果判明 し、 1

段 ロテラスは裾部で残存 していた。その結果、直径56m、 高さ現存で約 8mの三段築成の円墳

になると推定される。

調査は墳頂最高所 を基点 とし、90° に害Jり つけ、南側 より左 まわ りに第 1、 第 2… ……・トレン

ノ

0                  盟Om

第 4図 墳丘測量図・ トレンチ配置図

果
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サ とし、第 1ト レンチと第 2ト レンチで周濠の確認 を行なった。第 5ト レンチは墳丘の中心′ヽ

を求めるために 1段 ロテラス埴輪列 を検出する目的で墳丘基準杭 より45° 振って設定 した。

墳丘の状態は第 1ト レンチを代表 して述べることにする。

第 1ト レンチでは、周濠 と1段 ロテラス面、 2段 目斜面 を検出した。墳丘基底部は石垣の直

下にあたるため検出できなかった。 1段 ロテラスは幅約3.6mで上下 2層 の化粧 を行ない、テラ

スの中心より外側に埴輪 を樹立させ、埴輪は幅約30cmの 濤状の堀 りかた内に約10Cmの間隔で配

置 している。径は 1段 目突帯付近で20～ 25Cmを計 り、統一されていない。2段 目斜面長約4.8m

(現存 )、 傾斜角 35° である。

周濠は幅約12～ 13m、 深さ約 lmで二段に掘 られている。 したがって周濠 を含めると直径約

80mと なる。

墳丘盛上の状態は 1段 ロテラス化粧土の下層はすべて地山で、 2段 目斜面内に黒灰色の灰層

が約15Cmの 厚さで水平に堆積 している。この上部はすべて盛土で、大 きくlm内外の厚さで中

心吉Бに内傾するように盛 られている。

2.主 体 部

墳頂部で中軸 を南北方向にとり、並列され

た 3体の主体部 を検出した。調査の発端 とな

った東端の主体部 を第 1主体部 と呼称 し、墳

丘中心部西側 に向って第 2、 第 3主体部 と呼

称 した。

第 1主体部

墳頂東寄 りに露出 していたもので、調査前

に鉄刀 3口 、勾玉 2個 、ガラス玉 (大 )5個

(小 )3個 、管玉 1個 がすでに表採 されてい

る。調査の結果、残存部はわずかで棺床長さ

約90Cm、 幅約30cm、 深さ約 5 Cmで北半部に玉

類が集中して出土 した。調査以前に出土 した

鉄器類は残存部の南側に続 くものであること

を前任者から報告 を受けているので、棺はお

そらく2～ 3mは ぁったものと推定される。

なお、墓拡の掘 りかたは北西部の隅でかろう

じて確認できたのみで、他 は流出し検出でき

なかった。 したがって墓拡の範囲は定かにし

がたい。残存部の中心軸はN-10° 32生 Wであ

る。

Om
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第 1主体部平面図
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第 2主体部

第 1主体部の西側約 35m隔 って、ほぼ南北に中軸 をおき安置されている。墓拡の長 さ96

m、 幅 38m、 墓拡の中軸よりやや西寄 りに設置され、棺の北イ員」と南側に奉大の礫 を敦 きつめ

棺外の面にあわせ、両端は深 く充装 させている。礫は棺外の両端部分のみで全周はしない。棺

の長さ68m、 幅は南側で60Cm、 北側で80Cm、 南側 と北側の高低差約20cm、 両端部の小回は棺

の内側に設置されたと思われ、その外イ民1に 粘土を詰めている。

出土遺物は南イ員!よ り刀剣類、短甲 (頸鎧・肩鎧 とセッ ト)、 刀、刀剣類、短甲 (襟付)鏡 (方

格規矩文鏡 )、 その上部に草招、その東側に刀剣類、北側に冑 (衝角付)2領 、短甲 (襟付 )

で盾 をその上部に覆っている。甲冑類はすべて革綴である。棺外は東側に切先 を南に向けて 2

本、西イ貝!に 1本 で、東側中央より北部分で構上に若千の粘土を貼 り、盾 を棺外の面から桔上に

置いている。配置状態は以上のようなものである。棺の中心軸はN-9° 一Wである。

第 3主体部

盗掘により半分以上 を失っている。盗掘城の長さ約 5m、 その中央で直径 2mの 円形で深さ

約 2m掘 り下げている。底で土師質の皿が出土 した。出土土器より鎌倉から室町時代に盗掘さ

れたもの と思われる。鉄器類の残片が分く出土 した。

沙鷺
ン

調 査 風 景
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3.出 土 遺 物

1)鉄器類  (第 8図 、図版 6)

鉄鏃 完形品、破片を含め約21本分 を数える。柳葉式と片刃式の二形式があ

を除 くほかはすべて柳葉式に属する。                |

柳葉式のもの (1～ 8)は全長10Cm前後、量大幅1.5～ 2 cm、 厚さ0.2

～ 0 3cmを 計る。細部において若千の個体差がみられるが、概ね幅 1.5

Cm前後の細身のものと、 2 Cm前後の ものとの二種類がある。

片刃式の もの(9)は 現存長 8.3 Cm、 最大幅 1 3Cm、 厚 さ0.3 cmを 計る。

箆被部 を有さず、刀子状の鏃身部 と断面方形の茎部 とより成る。

直刀 採集分、調査分 を含め、 4口 を数える。

10は 刀身部から茎部にかけての破片で、約39Cmの長 さで遺存する。刀

身部の幅 3 Cm、 茎部の幅1.2～ 2.5Cm。 刃区および浅い背区を有する。茎

部には日釘穴 とみられるものが中心 よりやや刃部に偏 ってあけられる。

11は 刀身部か、ら茎部にかけての破片で現存長14Cm、 幅は刀身部で3.5

Cm

第 8図  第 1主体部鉄器頚実測図|

り、 1点の片刃式
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Cm、 ≦部で 2 9cm。 刃区を有 し、茎部の断面は台形状 を呈する。12は 茎部の破片 とみられ、現

存長 13Cm、 幅 2.7 Cm。 出土時の所見よりすれば11と 同一個体 と考 えられる。

13は 茎部で現存長 7 Cm、 幅 3 cm。 表面に糸巻 きおよび樹皮の痕跡が認め られる。

14は 直刀 としては唯一の完形品で、全長85.2Cm、 幅は刀身部で 2 7Cm、 茎部で25～ 2,7 cm

を計 る。茎部 より約26Cmの 範囲で顕著な内反 りの傾向が認め られるほかは、刀身部の大半はほ

ぼ直線的にのびる。茎部 よリー旦幅 を減 じ、再 び幅 を増すが、それほど明瞭な刃区の存在は認

め られない。なおコ身の一部には木質が遺存 し、輪 に納め られていたものと考 えられる。

2)玉  類  (第 9図、図版 6)

玉類は第 1主体部から出上 した。本調査以前の表採品も含めて硬玉製勾玉 1個 、碧玉製勾玉

5個、碧玉製管玉35個 、ガラス製小玉94個、自玉 2個出土 している。棺内埋上の洗浄によって

玉の総数が増える可能性があるが、現在のところ総数 134個 を数 える。なお掲載 した玉 はすべ

て表採されたものであるが、本文では全体的な玉の概略 を述べる。

勾玉では、深緑色 を呈 し美 しい光沢を発する良質の碧玉製品が 2個 、緑色 を呈する通有の碧

玉製品が 2個、グリーンタフ製品が 1個、硬玉製品が 1個 出土 している。通有の碧玉製品は最

終研磨工程が省かれており研磨痕 を残す。グリーンタフ製品は丁字頭のものである。硬玉製品

は長 さ 1 8Cmの 小型品であるが非常 に丁寧な作 りである。両側穿孔によるものは硬玉製品のみ

であ り、他 はすべて片側穿孔である。

管玉の大多数は長 さ2.5Cm前後、径 4 mm前後のものである。石材はすべて広義の碧玉であるが、

石質により青緑色 を呈するもの、灰緑色 を呈するもの、暗緑色 を呈するもの、の三者が認め ら

れる。

小玉は算盤玉状の臼玉 とガラス

玉である。白玉は明灰 白色を呈 し

石材は不明である。

ガラス玉 は96個 出上 し、そのう

ち 5 mm前後のもの と2 mm強 のもの

に分 けられる。大形の工の基本的

な色調は不透明な紺色である。成

形法は管切 り、巻 きつけの 2方法

が観察 される。

小形の玉の基本的な色調はコバ

ル トブルーを呈するもの と責味緑

色 を呈するものがある。

成形法は大半が管切 りによるも

の と思われる。

◎ 3

◎

∝

⑥

ｑ
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ヽ
「
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〇
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第 9図
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3)埴 輪 (第 10図 、図版 7)

今回の調査により出土 した埴輪は円筒形

埴輪が多数 を占め、朝顔形埴輪、形象埴輪

が若千含 まれている。墳丘各 トレンチより

検出した埴輪 12イ団体分、および各調査区よ

り出土 した埴輪の詳細については本報告に

譲ることとし、ここでは第 5ト レンチより

検出した墳丘第 1段テラス面の埴輪のうち

円筒形埴輪 2個体について述べる。

1.推定器高約47cmを 計 る。口径26.5Cm、

底径16.5Cmで ゃゃ下細 りの形態 をなし、 3

条の突帯 をめ ぐらしている。口縁部は如意

形に外反する。透孔は 2種類がみられ、 3

段 目に円形、最上段突帯直上に三角形を穿

つ。上 2段 における透孔の数は欠損のため

不明であるが、透孔の位置関係より段 を違

えて互い違いに穿孔するもの と思われる。

突帯は端面の凹んだ、幅の狭い突出度の高

いものである。外面調整は縦位の細かい刷

毛 目を右回りに施 しているが、基底部より

最上段 まで一気に施すのではなく、ある程

度の調整幅 を保 ちつつ順々に上方に向かっ

て仕上げている。突帯は外面調整ののち製

作されている。その調整は端面 を刷毛 目状

の工具により横方向にナデた後、上面及び

下面 を横方向にナデるもので、結果 として

端面には凹みが生 じている。内面調整は左

上 りのナデである。なお外面には黒班がみ

られる。

2.第 2段 突帯付近 まで残存する。残存

高25Cm、 底径16Cmを計る。突帯は幅の狭い

突出度の高いもので、端面は凹んでいる。

外面調整は維位の細かい刷毛 目で、基底部

から上方に向かって右回りに施 している。

。m
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第10図 円筒形埴輪実測図



突帯は刷毛 目調整の後つけられているが、付設前にヘラによる沈線を施 していることが突帯黒J

離箇所より観察される。突帯は端面 を刷毛 目状工具によってナデた後、上面及び下面 を横方向

にナデるもので、端面には凹みが生 じている。内面調整は左上 り及び横方向のナデである。外

面には黒班がみられる。

以上 2個体について述べた。両者 とも外面には赤色顔料が部分的にみられ、本来外面全体に

塗布 されていたもの と思われる。これらの埴輪について特に注目すべ き点は、胎土にわずかな

がら金雲母が含 まれており、明らかに在地の胎土 とはみなしえないことである。ただし全ての

埴輪の胎土が搬入されたものであるかどうかは、現在整理中のため断定 しえない。

Ⅳ。ま め

今回の調査は、第 1主体部から棺内遺物が露出流出し、また第 2、 第 3主体部 とも南側では

棺外面まで流失 し、部分的には棺床粘土も削除されている状況が判明 したため実施 した緊急調

査である。調査 も年度末にあたることなどからほとんど整理作業は進めることができず、発掘

作業 と概報作成作業 を併行 して行なっていくという状況であるため、記載 した遺物はほとんど

調査前のものばかりである。 したがって、個々の詳細な観察は正報告書に譲 ることとし、今回

はこのことを約束 して御許 しを願いたい。そこで現在の段階での事実報告のみ簡単に述べ まと

めにかえることにする。

墳丘の残存状況は非常に悪 く、墳頂及び 2段 ロテラスは流失 し原形 をとどめていなかった。

しかし1段 ロテラスは比較的良 く残存 していた。規模 を再度記すると直径56m、 周濠幅12～ 13

m、 周濠 を含めると80m強の円墳 となる。高さは基底面より現存墳頂 まで約 8mで当初は10m

前後はあったもの と推定される。墳丘盛上の状況は 1段 ロテラスから上部、すなわち直径48m、

高さ6m分 はすべて盛上で、大 きな単位で墳丘中心に向かって盛 られている。盛土はほとんど

洪積層の地山で、おそらく付近の山を削って搬 んだものであろう。

主体部は第 1主体部の残存状態が悪 く、埋納遺物の全容 を知 ることができないが、第 2主体

部では盗掘 をこうむっておらず完全な状態で納 っていた。その出土遺物 をみると、刀剣類、甲

冑が多くを占め、鉄鏃、農工具、玉類が埋納されていないという特異なものである。武器 。武

具 を納めながら鉄鏃が伴わないことが非常に奇妙である。玉類が伴わないのは桜塚古墳群中の

南天平塚古墳、また第 3主体部盗掘拡の中でも出土せず、ある意味では桜塚古墳群の性格の一

端 を示 しているかもしれない。甲は 1領が長方形板革綴短甲、 2領が三角板革綴襟付短甲であ

り、冑は三角板革綴衝角付冑である。 したがって甲冑はすべて草綴のものである。年代は以上

のことから概ね 5世紀前半の範疇に入る古墳 と捉えておく。
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(21 第 1ト レンチ周濠検出状況
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(1)第 1主体部検出状況

(2)第 1主体部玉対〔出土状況



硼 　 第 ２ 主 体 部 、 彼 覆 粘 土 上 面 検 出 状 況

□ 　 第 ２ 主 体 部 、 遺 物 配 置 状 況
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跡迫返免新

イよじめ に

免遺跡は豊中市玉井町 3丁 目付近一帯に広がる遺跡で、豊中市史によ

昭和10年頃に弥生時代後期から江戸時代に至る土器が出土 し、複合遺

ている。 また前期古墳の遺物が大正初年いまは廃された豊中グランド

古墳 と命名されている。このように周知の遺跡 として注意 していた所

地開発公社所有地の試掘調査 を昭和56年 10月 から11月 にかけて実TJtす る

掘 り返えされているものの弥生時代中期の土器を多量に含む包含層 と古

確認 し、新ためて弥生時代から古墳時代に至 る遺跡であることを再認識

を踏まえ、今回同 3丁 目67呑地馬場信彦氏所有地で建てかえ新築住宅工

計事務所 と協議 を行ない、試掘調査 を実施することにした。なお調査は

28日 まで行なった。土地所有者馬場氏には快 よく調査に協力いただいた
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第 1図 遺跡位地図
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H.各 トレンチの概要

第 1ト レンチ 調査地の南端に幅 1.5m長 さ5mの トレンチを設定 した。地山まで基本的に

は6層 に大別でき、 (第 3図 )第 5層 (暗茶黒色粘質土)が弥生時代の包含層であり、第 6層

上面で遺構 を検出した。ピットは直径20cm、 深さ45～ 60cm程の深ドものが分い。

遺物は第 2層 、第 3層 から土師質土器、須恵器が、第 5層上面から須恵器、弥生土器、太型

蛤刃石斧片 1(第 5図 -1)が 出上 し、弥生時代の包含層である第 5層 からは弥生土器 (第 4

図 1～ 5)、 石鏃 1(第 5図 -2)が 出土している。

第 4図 1はこの頸部で外面は縦方向の刷毛調整の後、櫛描き直線文 を施す。内面は指ナデ調

整である。 2は底部で内面は指ナデ調整を行なう。 3は甕の底部で外面は縦方向のヘラミガキ、

内面 と底面は指ナデ調整を行ない、やや上げ底である。 4は甕で端部に刻み目を施す。外面に

縦方向の粗い刷毛調整を行なった後、口縁部は横ナデ調整を行なう。 5も 甕で外面は粗い刷毛

調整、口縁端面はヘラミガキを行なう。第 5図 1の大型蛤刃石斧は刃部が破損 しており、基端

||||

第 2ト レンテ

第 1ト レンテ

|  |
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第 2図  トレンチ配置図



部のみ残存する。基端部には使用による敲打痕が認め られ、器面調整は入念に研磨が施 されて

いる。 2の石鏃 は柳葉状タイプのもので緻密なサヌカイ トを用材 とし、両端は破損 している。

器面調整は両面 とも第二次争J離調整によって整形 され、転磨の形跡が認め られる。

第 2ト レンチ 調査地の北端に幅 lm、 長さ2.5mの トレンチを設定 した。第 2層 から須恵

器の杯身片、第 4層上面 より須恵器、土師器、第 4層 より須恵器、土師質土器が出土 し、第 5

層上面から若千の ピッ トを検出 した。弥生土器がその埋土中から出土 したが、湧水が激 しく精

査 しえなかった。

第 3ト レンチ 調査地の東部に幅 lm、 長さ2.2mの トレンチを設定 した。地山まで基本的

には 5層 に大別でき、第 2層 (暗責灰色粘質砂層 )か ら土師質土器、須恵器が出土 し、第 3層

(茶黒色粘質土層 )か ら端部に凹線文 を施 した弥生時代畿内第Ⅲ様式新段階に属する壺の口縁、

矢印状のヘラガキ文様の刻 まれた弥生土器片などが出土 している。第 4層上面から数箇所の落

1

2

3

黒色粘質土層

茶褐色砂質土層

青灰色砂質上質

4

5

6

茶灰色粘質上層

暗茶黒色粘質土層

暗黄褐色粘土層
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判 日y研υ「

~

♀               1               21m
レンチ平面図・ 断面図
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第 4図

ち込みを検出し、弥生土器、須

恵器などが出土 したが、それ ら

の遺構の性格は不明である。

第 4ト レンチ 調査地の北西

部に幅 lm、 長さ 2mの トレン

チを設定 した。地山まで基本的

には 5層 に大別できる。第 1層

は表土で、第 2層 (茶禍色砂質

◆ 2

1 0cm

第 5図 第 1ト レンチ出土石器類実測図

土層)か ら土師質土器、第 3層 (暗青灰色粘質土層)上面から陶磁器、第 3層 ・第 4層 (暗灰

色砂質土層 )か ら須恵器、土師質土器が出上 した。第 5層 (淡暗灰色砂質土層)上面から五箇

所のピ、′卜を検出し、その一つからは埋土中より上師質土器を検出したが、遺構の性格・時期

などは不明である。

Ⅲ 。 まとめ

今回の調査は小規模な トレンチ調査であったため、遺跡の性格 を明確にしえなかった。しか

し、第 1、 第 3ト レンチから弥生時代中期の土器片が出土 したこと、あるいは第 1次調査にお

いても多くの弥生時代畿内第Ⅲ様式の上器が出土したことなどから、弥生時代中期の集落の存

在が裏づけられたといえる。

0                                                      20cm

第 1ト レンチ出上遺物実測図
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